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住
職 

谷
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寛
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佐
渡
か
ら
帰
ら
れ
た
日
蓮
上
人
は
四

月
八
日
は
、
平
左
衛
門
頼
綱
（
現
在
の

総
理
大
臣
に
あ
た
る
人
）
と
面
会
さ
れ

ま
し
た
。 

 

頼
綱
（
よ
り
つ
な
）

が
、
蒙
古
が
い
つ
攻
め

て
く
る
か
と
尋
ね
た
の
に
対
し
、
聖
人

は
「
今
年
は
必
ず
来
る
だ
ろ
う
」
と
返

答
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
聖
人
は
「
立

正
安
国
論
」
の
趣
意
を
よ
く
理
解
す
れ

ば
、
精
神
文
化
の
乱
れ
か
ら
国
家
の
乱

れ
が
起
こ
る
こ
と
は
自
明
の
理
（
こ
と
わ

り
）

で
あ
り
、
法
華
経
の
精
神
で
政
治
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張

し
た
の
で
す
。 

 
 

し
か
し
、
こ
の
主
張
も
用
い
ら
れ
な 

 

       
 

か
っ
た
為
、「
三
度
（
み
た
び
）」

国
を
諌
（
い 

さ
）

め
て
用
ひ
ざ
れ
ば
山
林
に
ま
じ
は
れ
」 

と
の
故
事
に
な
ら
っ
て
鎌
倉
を
去
り
、
甲 

斐
国
（
山
梨
県
）
の
身
延
山
に
入
ら
れ
ま 

し
た
。「
三
度
」
と
い
う
の
は
、
文
応
元
年 

七
月
十
六
日
の
「
立
正
安
国
論
」
の
献
呈
、 

文
永
八
年
九
月
十
二
日
に
捕
え
ら
れ
た
際 

の
お
言
葉
、
そ
し
て
、
こ
の
四
月
八
日
の 

お
言
葉
の
こ
と
で
す
。
聖
人
は
、
こ
の
行 

動
を
「
三
度
の
高
名
（
こ
う
み
ょ
う
）
」
と
自
負 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

身
延
山
に
入
ら
れ
た
聖
人
は
、
門
弟
の
教 

育
と
信
徒
の
教
導
に
当
た
ら
れ
た
傍
ら
、 

数
々
の
述
作
を
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
一
つ
が
、
建
治
元
年
（
一
二
七
五
） 

の
「
撰
時
抄
（
せ
ん
じ
し
ょ
う
）
」
で
す
。 

文
永
十
一
年
（
一
，
二
七
四
）
の
文
永
の

役
で
は
、
蒙
古
軍
は
九
州
に
上
陸
す
る
前

に
大
風
に
あ
っ
て
退
散
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
再
び
改
め
て
来
る
こ
と
は
必
至
で
、

幕
府
は
引
き
続
き
九
州
の
海
岸
線
に
防
塁

を
築
き
、
関
東
か
ら
多
く
の
武
士
を
送
り 

ま
し
た
。 

 

        
 

そ
の
為
、
悲
し
い
別
離
を
す
る
親
子
や
妻

子
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
揺

れ
動
く
人
心
の
中
で
、
法
華
経
信
仰
を
貫

き
、
揺
る
ぎ
な
い
救
い
を
確
か
め
続
け
る

よ
う
に
と
、
日
蓮
聖
人
は
「
撰
時
抄
」
を

門
下
に
書
き
与
え
た
の
で
し
た
。 

建
治
二
年
（
一
，
二
六
七
））
に
は
、
恩
師

道
善
坊
の
死
去
を
い
た
み
「
報
恩
抄
」
を

著
さ
れ
ま
し
た
。
狐
や
亀
で
さ
え
も
受
け

た
恩
を
忘
れ
ず
に
い
る
と
い
う
文
章
で
始

ま
り
、
真
実
の
報
恩
は
永
遠
の
釈
尊
の
救

い
を
困
難
な
時
代
で
あ
っ
て
も
持
ち
続
け

る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
、
仏
教
の
歴
史
を

追
い
な
が
ら
解
説
し
、
世
間
の
目
か
ら
見

れ
ば
日
蓮
は
恩
師
に
背
い
た
よ
う
に
見
え

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は
自
分
が
法
華

経
の
信
仰
を
末
法
に
弘
め
た
功
徳
は
、
す

べ
て
恩
師
道
善
房
の
も
と
に
集
ま
る
の
だ

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
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「人生ハンド仏句」 
と打ち込んで頂けば、

ホームページにつなが

ります。 
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日
蓮
聖
人
の
生
涯
⑦ 

身
延
山
へ
入
山 



◎

秋
季
お
彼
岸
法
要
（
お
講
）

・
九
月
二
十
二
日
（
土
） 

午
前
十
時
半
・
午
後
一
時 

給
仕
（
お
講
）
当
番
は
、
立
野
地
区
の
方
々

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

・
二
十
五
日
（
火
）
端
彼
岸 

午
後
一
時
半 

「
ぼ
た
餅
」
と
「
お
は
ぎ
」
の
違
い
が
わ

か
り
ま
す
か
？ 

去
年
も
お
話
し
ま
し
た
が
、
牡
丹
の
季
節

で
あ
る
春
は
「
ぼ
た
餅
」
。 

萩
の
季
節
で
あ
る
秋
は
「
お
は
ぎ
」
と
言

う
そ
う
で
す
。
又
、
お
餅
の
部
分
は
同
じ

で
、
あ
ん
こ
が
違
う
そ
う
で
す
。 

小
豆
が
採
れ
る
秋
は
、
皮
が
柔
ら
か
い
の

で
「
お
は
ぎ
」
は
粒
あ
ん
。 

皮
が
固
く
な
る
春
の
「
ぼ
た
餅
」
は
、
こ

し
あ
ん
を
使
う
そ
う
で
す
。 

端
彼
岸
の
お
参
り
の
後
に
い
た
だ
く
今
年

の
「
お
は
ぎ
」
の
お
味
は
如
何
で
し
ょ
う
？ 

 
 

 
 

 

 
 

 


 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
◎
毎
月
一
日
祈
祷
会

き

と

う

え 

・午
前
五
時
か
ら 

早
朝
の
お
参
り
は
気
持
ち
の
良
い
も
の
で
す
。 

ご
祈
祷
を
受
け
て
、
霊
神
符
（
お
守
り
様
）

を
頂
き
ま
し
ょ
う
！ 

 

 

◎
水
子
供
養
会 

・
毎
月
十
三
日 

 

午
後
一
時
半 

 

色
ん
な
事
情
で
日
の
目
を
見
ら
れ
な
か
っ

た
子
供
達
に
ご
供
養
い
た
し
ま
し
ょ
う
！ 

    

  

◎
唱
題
行
脚 

・
毎
月
二
十
八
日 

午
後
一
時
半
よ
り 

 

先
月
は
、
ま
だ
ま
だ
残
暑
厳
し
く
、
大
変
で

し
た
ね
。
で
も
、
丁
度
中
間
地
点
に
な
る
早

崎
さ
ん
の
お
宅
で
、
冷
た
い
お
茶
を
皆
さ
ん

に
振
る
舞
っ
て
頂
き
、
生
き
返
っ
た
思
い
で

し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
後
半
も
張
り
切
っ
て
回
れ
ま
し
た
。 

 

先
月
の
参
加
者 

谷
川
寛
敬
・
伊
藤
宗
治
・
土
居
可
久
子
・ 

高
円
富
美
子
・
谷
川
久
仁
子 

 

ラ
ニ
・
フ
ラ
・
ホ
ア 



ご 

案 

内 

 
今
月
は
フ
ラ
の
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。 

 

お
時
間
が
許
せ
ば
、
ど
う
ぞ
お
遊
び
に 

 

い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

❀
「
ア
ロ
ハ 

ヘ
ブ
ン 

２
０
１
２
！
」 

 

・
九
月
十
六
日
（
日
） 

・
富
山
総
曲
輪
の
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ 

（
富
山
大
和
の
横
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
１
１
時
半
～
５
５
分
。 

当
日
駐
車
場
は
無
料
開
放
で
す
。 

 

❀
「
ト
ヤ
マ
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ 

ア
ー
ツ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

２
０
１
２
ｉ
ｎ
オ
ー
バ
ー
ド
」 

 

・
九
月
二
十
二
日
（
土
） 

・
富
山
芸
術
文
化
ホ
ー
ル 

（
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
の
大
ホ
ー
ル
） 

ラ
ニ
・
フ
ラ
・
ホ
ア
の
出
演
は
、 

１
７
時
５
５
分
～
２
０
分
間
で
す
・ 

 

❀
「
ま
る
ま
る
魚
津
」 

 

・
九
月
二
十
三
日
（
日
） 

・
あ
り
そ
ド
ー
ム 

出
演
予
定
時
間
は
、
１
４
時
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


